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【方法】対象は、健常ボランティア４名である。拡散尖度画像の撮像には 3T MRI 装置 
(Philips社製 Achieva) を使用し、以下の３つのプロトコールを撮像した。1. b値の検討、
撮像条件 : TR/TE 3000/99ms; スライス厚 5mm; 分解能 2×2mm; MPG軸数 32 方向; 
b値 0～7500[s/mm2] (16ステップ，5通りの組み合わせ)  
2. MPG軸数の検討、撮像条件 : TR/TE 8000/90ms; スライス厚 3mm; 分解能 3×3mm; 
MPG軸数 6, 15, 20, 24, 28, 32 (6種類); b値 0, 1000, 2000[s/mm2]; Δ/δ 44.1 / 34.5ms.  
3. 拡散時間の検討、撮像条件 : TR/TE 5000/56-97ms; スライス厚 3mm; 分解能 3×3 mm; 
MPG軸数 30; b値 0, 1000, 2000[s/mm2]; δ/ ∆/ 拡散時間 (∆−δ/3), 17.9/ 28.7/ 22.7, 13.3/ 45.3/ 
















【結論】b値、軸数、および拡散時間に関して検討し、全脳 15cmを 6分 50秒で撮像可
能なプロトコールを提案することができた。b値は 0, 1000, and 2000[s/mm2]、軸数は 20
軸、拡散時間はΔ/δ45.3/13.3[ms]を最適な撮像条件とした。拡散尖度の値は拡散時間の
影響を受ける可能性がある。 
 
